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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
母語と文学 7 9 11 11 11 9 6 5 5 3 3 80
数学 4 6 6 6 6 6 6 6 6 4/5 4 60.5
情報処理と
コンピュータの基礎
- - - - - - - - - 1 2 3
歴史 - - - - 2 2 2 2 3 4 3 18
ソビエト国家と法の基礎 - - - - - - - - 1 - - 1
社会 - - - - - - - - - 0/2 2/1 2.5
家庭生活の倫理と心理 - - - - - - - - 0/1 1/0 - 1
身のまわりの世界 1 1 - - - - - - - - - 2
自然科 - - 1 1 1 - - - - - - 3
地理 - - - - - 2 3 2 2 2/1 - 10.5
生物 - - - - - 2 2 2 2 1 1/2 10.5
物理 - - - - - - 2 2 3 4/3 4 14.5
天文 - - - - - - - - - - 1 1
化学 - - - - - - - 3 3/2 2 2 9.5
製図 - - - - - - 1 1 - - - 2
外国語 - - - - 4 3 2 2 1 1 1 14
芸術 2 1 1 1 1 1 1 - - - - 8
音楽と唱歌 2 1 1 1 1 1 1 - - - - 8
体育 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 22
初等軍事訓練 - - - - - - - - - 2 2 4
労働教授および
職業教育*1
2 2 2 2 2 2 2 3 3 4 4 28
計 20 22 24 24 30 30 30 30 31 31 31 303
義務的社会的
有用労働・生産労働*2
- 1 1 1 2 2 2 3 3 4 4 23
選択課業 - - - - - - 2 2 2 4 4 14










1951 1955 1959 1965 1973 1981 1984年改革
生物(博物) 13.5 12 11 10 11 11 10.5
物理 14.5 16.5 17 17 16 15.5 14.5
化学 10 10.5 11 11 10 10 9.5
天文 1 1 1 1 1 1 1
小計(A) 39 40 40 39 38 37.5 35.5
自然科(B) - - 3 2 5 4 3
理科教育合計(A＋B) 39 40 43 41 43 41.5 38.5
労働関係以外の合計
時間数に対する割合 13.3 14.4 15.5 15.6 16.4 16.2 14.0
(A＋B)/(A＋B＋C)×100[％]
その他の教科(C) 254 237 235 222 219 214.5 236.5
合計(労働関係以外)
(A＋B＋C)
293 277 278 263 262 256 275
労働関係合計(D) 0 16 68＊ 26＊ 20＊ 24 51＊
総時間数(A＋B＋C＋D) 293 293 346 289 282 280 326





教 科 1981年 1984改革 増減
母語と文学 72 80 ＋8












身のまわりの世界 - 2 ＋2
自然科 4 3 －1
地理 11 10.5 －0.5
生物 11 10.5 －0.5
物理 15.5 14.5 －1
天文 1 1 0
化学 10 9.5 －0.5
教 科 1981年 1984改革 増減
製図 2 2 0
外国語 14 14 0
芸術 6 8 ＋2
音楽と唱歌 7 8 ＋1
体育 20 22 ＋2
初等軍事訓練 4 4 0




































































































































































































































○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
物
理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
化
学
○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ ◎ ◎ ◎
天
文
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
注）○◎は項目「教科間結合」に記述された隣接教科を示している。
なお，上段（○）は利用する既習事項や既習知識の教科，下段（◎）は学習
事項や習得知識が後に利用される教科である。
結合」の内容と新教授要目における項目「教科間結合」の内容を比較すると，確かに物理
の新教授要目では追加された先行学習型の指示に相当する分量が増加しており，また既習
知識利用型の指示のみの天文についても教科間結合の指示は若干増加している。しかし生
物と化学では，逆に新教授要目において教科間結合の指示がむしろ減少しており，特に生
物では従来と比べて既習知識利用型に関する指示がかなり整理，簡略化されている。
また新たに導入された先行学習型と従来からの既習知識利用型との分量を比較すると，
化学では既習知識利用型と先行学習型がほぼ同程度示されているのに対して，生物と物理
では全体として既習知識利用型の方が多く示されており，特に生物の植物と動物では先行
学習型の指示は非常に僅かである。
５ 既習知識利用型教科間結合と先行学習型教科間結合との対応
例えば物理の授業で化学の既習知識を利用する場合，物理の授業では化学との既習知識
利用型の利用と考えることができるが，化学の授業で当該の知識を教授する場合には物理
での将来の利用を考慮して物理との先行学習型の確立を考えることができる。このような
教科間での既習知識利用型と先行学習型の教科間結合の対応は，新教授要目においてどの
ように取り扱われているのであろうか。
実際にこの対応関係を見ると，既習知識利用型の指示の多くについては，隣接教科で対
応する先行学習型の記述が無い。このこと自体は，全体として既習知識利用型の分量に比
べて先行学習型の分量が少ないことからある程度予想されることであるが，しかしさらに
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先行学習型の指示についても，隣接教科で対応する既習知識利用型の記述の無いものがあ
る。また，このような既習知識利用型と先行学習型との対応がある教科間結合の指示と，
無い教科間結合の指示との間に，明確な違いは特に認められない。
Ⅳ 新教授要目における項目「教科間結合」から見た1980年代前半の教科間結合の特質
1977年の決定において訓育と教授学習の質的レベルアップが目指され，生徒の知識の
「量」ではなく「質」を重視した教授要目等の改訂が指示されていたことに対応して，教
授要目案が作成され，その中に項目「教科間結合」が導入されたことは，当時，少なくと
も教授要目作成にかかわる人々においては，教科間結合の利用，実現が，教育の質的改善
のために，そして生徒の知識の「質」を改善するために有効と考えられていたことを示し
ていると考えられる。
そして，案を経て作成された新教授要目における項目「教科間結合」の内容は，1978年
の教授要目案におけるものと比較して，さらに大きく改善された。特に，従来の案では既
習知識利用型教科間結合のみが示されていたのに対して，先行学習型教科間結合が付け加
えられたことは，実際の教授学習場面における教科間結合の内容が従来よりも豊かになる
可能性を提供するものであり，教授学習過程における教科間結合の実現という点では大き
な前進と言えるであろう。
しかしながら同時に，新教授要目における教科間結合の取り扱いに関しては，例えば項
目「教科間結合」の表現と分量，新たに導入された先行学習型教科間結合の取り扱い等で，
教科によってかなりの差が認められた。さらに隣接教科間における既習知識利用型教科間
結合と先行学習型教科間結合との対応の不十分さをも合わせ考えると，新教授要目におけ
る項目「教科間結合」の内容は，教科間での相互の調整や連携が十分に行われないままに，
したがって教科間結合に関する統一的な基準が不明確なままに，各教科でそれぞれ別個に
作られたものと考えられる。
これらのことは，教科間結合の有用性が公式に認められ，新教授要目において教科間結
合の取り扱いに一定の前進が見られたものの，1970年代後半の教授要目案に関する誌上審
議の中で既に指摘されていた教科間結合に関する統一的態度あるいは客観的・科学的基準
の不十分さ17)が，新教授要目レベルで未だ解決されていなかったこと，あるいは教授要目
作成段階において各教科間での調整を阻む壁が存在していたことを示しているように思わ
れる。
さらに，教授要目案に教科間結合が登場して約10年間が経過したにもかかわらず，教授
要目作成においてなお教科間結合の統一的取り扱いが困難であったことは，確かに70年代
から80年代にかけて教科間結合に対する関心は高まり，その研究の必要性が叫ばれはした
が，実際の教授学習場面における教科間結合の利用，実現に関する明確な方向性や理論も，
1980年代前半において十分には明らかになっていなかったことを示すものであろう。
Ⅴ おわりに
1980年代の旧ソ連邦では，新教授要目における項目「教科間結合」とは別に，教科間結
合に対する否定的な見方が登場し，教科の統合が提案された。今後は，この統合課程との
関係等を中心として理科教育における教科間結合の意味を考えたい。
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